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論文内容の要旨

ボイラドラムの気水分離性能には水面以下の水および、気水混合物の流動が重要な影響をもつが、自

由水面をもっドラム内気液三相流については符来不明の点がきわめて多かった。本論文はこのような

ドラム内二相流の基礎的研究であヮて、主としてドラムの水面下における流動現象を実験的および理

論的に取り扱ったものである。

第 1 章においては、本研究の目的および本論文の内容について述べている。第 2 章においては、本

研究に使用した実験装置と実験方法について述べ、とくに空気と水を使用した大気圧下での実験の意

義について述べている。第 3 章においては、 ドラムにおける気水分離に大きな影響を及ぼす水面の盛

り上がりについて、その一般的性質を明らかにしている。すなわちドラム内の自由表面はドラムの長

さ方向に一様で、はなく特異な形をとり、また時間的にも大きく脈動する。これらの特性の、気液流量、

基準水面高さおよび幾何学的因子との関連について述べている。第 4 章は、もつとも単純化されたド

ラム内流れの場合として

性をみいだし、 ドラム内流動と上昇管内流動および水面形との関連を一般的に明らかにし、理論解析

においてドラムにおける種々の特性値を導いている。第 5 章はドラム内の気液混合物の流れを取り扱

ったものである。本研究用に開発した速度測定装置を用いてドラム内流動現象を定量的に明らかにし、

幾何学的因子とあわせ、水面の盛り上がりとの関連について考察している。第 6 章は気液二相流にお

ける水面形 t;:大きな影響を及ぼす水面の盛り上がりとボイド率の局所値との関係を扱ったものである口

すなわち、第 4 章の結果を二相流に拡張した理論解析により、二相流の水面形を、ボイド率の局所値

と水のみの流動結果から導いている。またボイド率分布からみたドラムの領域区分を行ない、一般に

最大盛り上がり高さを示すドラム中央部におけるボイド率と各因子の影響を明らかにしている。第 7

章は降水管への気ほうのキャリーアンダを取り扱ったものである。キャリーアンダ開始水量の概念を

実験的にみいだし、キャリーアンダ開始水量およびキャリーアンダ量に対して理論的解析を行ない、
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各因子のそれらへの影響を明らかにし、また、キャリーアンダに対する無次元特性値を提出している。

第 8 章は結論で以上の結果を要約している。

以上を要するに、本研究は自由表面をもっドラム内気液二相流の水面形水面の脈動、 ドラム内流動

の特異性、キャリーアンダなどの基本的現象を解析したものである。

論文の審査結果の要旨

本論文はボイラの性能向上の-~ -環として重要な気水ドラムにむける気本分離性能改善には従来あま

り研究されていないドラム内気流二村l流の併 IlfJ が必要であるとの見地から、 (1 山表面i をイiする気ノ1，ド

ラムの水irlÎ以下で、のノ1'(や気本混合物の基本(1'0~夜間j現象を'た!域的むよび、用論的に取り扱ったものである。

すなわち ['1 山 j{而i を有する二次元流路のド1M に設けた多数の符から気本混合物が流入して端部の降本

管からノ1'( が流出する場介に対し、 :ホ11i1~介物の速度を測定する装置を開発して本îflÎ以ドの速度分布を

測定し、また).，j所ボイド率、ァ1'( il'l i の形状と脈抑J1S:性、降本行への気ほうのキャリーアンダなどを測定

し、その車内県をJlH必 (1'，)に解析している。'jミ!践により1: Inl.行から流入する丸木混合物は単十11ポテンシャ

ル流れの n)j~ とは全く異なり i貞械に降本符にむかう傾向を全く示さず、いったん本Ifli にむかつて 1: ~l

したのち本 I fI i近仰をすりぬけて降本作にむかうこと、したがって降本作近傍には大きなうずがずさ'f=. し

てこれが死ノj'(f或となるのがふつうであることを見山し、これをとり入れて本rí!Îの形状、ボイド率分布、

キヘ'リーアンダなどをJlH I~ÍtiÌ (1'0 に併析し、多数の l対 rのこれらへの影響を解 II)J している。現実のボイラ

ではドラム内にじゃま板類が設けられることがあり、また ~t液はいずれも飽和!蒸気であって本実験の

場介のような大気圧下の本と ~~lではないが、r'I山水前i 下での主u夜二相流にむける最も基本(I'-J な t見事足

の解 II)J に対するこの論文の貢献は大きく、この広昧で現実のボイラの研究開発にも寄与・するところが

大きい。

よって本 IÎI耐えaは博士論文として価値あるものと認める。
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